



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ミューン 失敗 、バリケードの時代 終焉を意味しています バリケード
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出演しています。やがて肝硬変 悪化して一九二五年七月一日に亡くなりました。ドビュッシーは出版社に六万六〇〇〇フラン（六六〇〇万円）の借金を残 ました 、サティ 無一文でし 。	
演奏曲
サティグノシェンヌ第一番
（一八九〇）
9
（５）
『パラード』
68
30周年記念特別講演
注（１）
 フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
クープ
ラ
ン
（一六六八
―
一七三三）
フ
ラ
ン
ス
の作曲家、
ク
ラ
ヴ
サ
ン奏者オ
ル
ガ
ニ
ス
ト。
クープ
ラ
ン一族の中で最も有名で、
大クープ
ラ
ン
と呼ば
れ
る。
父の
シャル
ル
・
クープ
ラ
ン
と伯父の
ル
イ
・
クープ
ラ
ン
は
パ
リ
の
サ
ン
・
ジェル
ヴェ教会の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト。
ま
た、
宮廷作曲
家
と
し
て
室
内
楽
曲
や
王
室
礼
拝
用
の
宗
教
曲
を
作
曲
し
た。
一
七
一
三
年、
︿
ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
集
第
一
巻
﹀
が、
一七三〇年に
は
︿ク
ラ
ヴ
サ
ン曲集第四巻﹀
ま
で出版さ
れ、
合計二三〇曲以上が
お
さ
め
ら
れ
ている。
（２）
 セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク（
一
八
二
二
―
一
八
九
〇
）
ベ
ル
ギ
ー
に
生
ま
れ、
主
に
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
が、
国籍の問題で学校への入学を拒否された経験を持つ。三十六歳でサント
＝クロティルド教会の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に任命さ
れ
た
こ
と
が転機と
なって、
以後自分の創作活動を充実さ
せ
て
い
く。
宗教
曲
や
オ
ル
ガ
ン
曲
で
は
見
事
な
対
位
法
を
用
い
た
典
礼
用
の
作
品
を
多
く
残
し、
器
楽
曲、
室
内
楽
曲
で
も、
古典的形式とフラン
ク特有の情緒的フレーズが融合された優れた成果を残す。
（３）
 エ
マ
ニュエ
ル
・
シャブ
リ
エ
（一八四一
―
一八九四）
フ
ラ
ン
ス音楽の
エ
ス
プ
リ
と言え
ば
シャブ
リ
エ
の名前が挙が
る
ほ
ど、
ド
ビュッシーや
ラ
ヴェル
に先駆け
て、
近代フ
ラ
ン
ス音楽の興隆に大き
く貢献し
た。
子供の頃か
ら音楽の才能を示す
も
の
の、
父親の意向で法律を学ぶ。
一八六二年に
内
務
省
に
入
り、
一
八
八
〇
年
ま
で
勤
め、
以
後
は
音
楽
に
専
念
す
る。
喜
歌
劇《
星
》（
一
八
七
七
）
や
管
弦
楽
曲《
ス
ペ
イ
ン
》（
一
八
八
三
）
な
ど
大
規
模
な
傑
作
も
残
し
て
い
る
が、
シ
ャ
ブ
リ
エ
の
音
楽
に
親
し
むには、ピアノ曲が最適である。
（４）
 ジャン
＝フィリップ
・
ラ
モー
 （一六八三
―
一七六四）
 フ
ラ
ン
ス
の作曲家、
音楽理論家。
十八世紀
前半の盛期バ
ロック
を代表す
る音楽家の一人で、
数多く
の優れ
た劇音楽を書い
た
こ
と、
理論書
に
よって近代和声理論の基礎を確立し
た
こ
と
で知ら
れ
る。
ラ
モーは音楽家と
し
て
の経歴を教会
オルガニストとしてスター
トし、生涯において鍵盤楽器はつねにその中心にあった。
（５）
 エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ（
一
八
六
六
―
一
九
二
五
 ）
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家。
全
作
品
の
う
ち
半
分
以
上
を
ピ
ア
ノ曲が占め
ど
れ
も純粋な美し
さ
を持って
い
る。
十代の
と
き
パ
リ音楽院で
ピ
ア
ノ
や作曲を学ん
だ
が、
音楽界特有の保守的な雰囲気に
な
じ
ま
ず、
そ
の後は
キャバ
レーや芸術家仲間と
の関わ
り
の
中で作曲活動を
し
た。
奔放で、
権威的な存在を風刺す
る標題は、
伝統的作法に
と
ら
わ
れ
な
い自
身の自由な発想 最大限発揮されている。
青柳いづみこ
　
ピアニスト・文筆家
　
安
川
加
壽
子、
ピ
エ
ー
ル
・
パ
ル
ビ
ゼ
の
各
氏
に
師
事、
フ
ラ
ン
ス国立マ
ル
セ
イ
ユ音楽院首席卒業。
東京藝術
大学大学院修士課程修了、
学術博士。
矢代秋雄、
八
村義夫、
武満徹作品に
よ
る
リ
サ
イ
タ
ル
「残酷な
や
さ
し
さ」
に
よ
り、
平成元年度文化庁芸術祭賞。
演奏と
文筆を両立さ
せ
る稀有な存在と
し
て注目を集め、
こ
れ
ま
で
リ
リース
し
た一一枚の
ＣＤ
が
『レ
コード芸術』
で特選盤と
な
る
ほ
か、
安川加壽子の評伝
『翼の
は
え
た指』
で吉田秀和賞、
『青柳瑞穂の生涯』
で日本エッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞、
『
六
本
指
の
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
』
で
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞、
Ｃ
Ｄ
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ド
ビ
ュ
ッ
シー」
で
ミュージック
ペ
ン
ク
ラ
ブ音楽賞を受賞。
近
著
に『
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
』（
中
公
新
書
）、『
水
の
音
楽
 オ
ン
デ
ィ
ー
ヌ
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー）
、『
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
の
祝
祭
』（
中
公
文
庫
）。
Ｃ
Ｄ
に
「春の祭典
・
ペ
ト
ルーシュカ」
（アール
・
レ
ゾ
ナ
ン
ス）
、「ド
ビュッシーの夢」
（コ
ジ
マ
録音）
。
ド
ビュッ
シー没後一〇〇年を記念し
て連続コ
ン
サート
を開催
す
る他、
ド
ビュッシーの晩年に焦点を
あ
て
た評論を
執
筆
中。
日
本
シ
ョ
パ
ン
協
会
理
事。
大
阪
音
楽
大
学
教
授、神戸女学院大学講師。
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